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令和 2年度第 3回庄内町保健医療福祉推進委員会議事録 

 

○開催日時：令和 2年 12月 24日（木）午後 1：30～3：00 

○場  所：庄内町役場 B棟 2階 会議室１ 

○出席委員：菅原源也、齊藤学、相田健治、庄司武晴、齋藤君夫 

鎌田剛、水尾良孝、鈴木愛、工藤むつ子、髙橋大輔 

○欠席委員：秋庭道雄、青塚玲子、成澤かほる、横山時雄、 

○町・事務局：鈴木保健福祉課長、加藤課長補佐兼福祉係長、 

長南主査兼高齢者支援係長、齊藤主査兼健康推進係長、丸山介護保険係長、 

日向主査、佐々木主査 

 

内容は次の通り 

 

1 開会   進行 保健福祉課長 資料確認 

2 あいさつ 水尾委員長                                                                                                                                                                                     

今年もあと残り一週間となった。一年間、新型コロナウイルス対策の先頭に

立ってきた事務局にねぎらいを申し上げたい。前回諮問の計画 2 件と「健康

しょうない２１計画・健やか親子しょうない」の中間評価について、コロナ禍

の中で感染防止の観点から、あらかじめ資料を配り、質問をいただいた。その

質問に補填する形で会議を進め、短時間で終了できるようよろしくお願いし

たい。 

     課長：委員の皆様に頂いた質問に答える形で計画の主な点の説明をさせていただく。

いずれも町の総合計画に基づき計画策定している。 

3 協議 

司会：水尾委員長 

（1）庄内町高齢者保健福祉計画・第 8期介護保険事業計画（案）について 

介護保険係長・主査兼高齢者支援係長説明 資料 1  

資料 1関連：質問・意見→回答 

事務局：資料 P50、3(1)①介護報酬改定で 0.70％の引き上げが見込まれており、その

分は保険料の増額を見込んでいる。 

委員長：介護保険料の設定についての説明で第 7 期の給付費が推定値よりも各年度上

回っても基金の取崩しせずにすんだ要因は何か。保険料は適正な方向でお願

いしたい。 

事務局：P43 の表の第一号被保険者数はシステムから推計した数値であるが、実際の

被保険者数はシステムで推計した数値より多く推移したため、その分保険料

収入が大きくなった。給付費は年々少しずつ増加している。収納率も上がっ

ている。基金の金額を取崩して保険料の軽減に努めたい。 

（2）第６期庄内町障がい福祉計画・第 2期庄内町障がい児福祉計画（案）について 
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課長補佐兼福祉係長説明 資料 2 

資料 2関連：質問・意見→回答 

 

（3）健康しょうない２１計画・健やか親子しょうない（中間評価）について 

主査兼健康推進係長説明 資料 3－1．3－2 

資料 3－1．3－2関連：質問・意見→回答 

事務局：質問票 P.1の計画 3-2ページ数 P.9は P.7の誤り。 

委員：この地域で子育てをしたいと思う親の割合について、D 評価のまま高い数値

であることの説明を加えてはどうか。 

事務局：D評価として説明を加えることとしたい。 

委員：子を虐待していると思う親の割合が増えている。3 歳は中間評価時 42.6％と

高くなっているが、要因でどう触れているか。 

事務局：評価指標の最後に※で説明加えている。問診項目に 1 つでも○を付けた方を

カウントしている。「感情的に叩いた」は少ないが、「感情的な言葉で怒鳴っ

た」の項目が多い。自主申告だが正直に記入いただいていると思われる。○

をつけた方には頻度や状況について詳しく話を聞くなど対応している。 

 (4) その他  

委員長：コロナ禍の中で、町の対策本部として現在の課題となっている所や、情報共 

有として話していただければありがたい。 

課長：庄内管内でも発生している。12 月 22 日に県医師会から医療の緊急事態宣言

が出され、年末年始の移動の自粛、医療がひっ迫している状況と宣言された。

本日、町の対策本部会議を開催し、それを踏まえて町民が参加するイベント

等中止あり、HP 等で周知している。医療機関にも内容を伝えている。症状

のある方は県受診相談センターに電話相談いただく。受診前に電話で予約を

することが基本。接触を避ける等 HP、町広報をご覧いただきたい。18 日に

国の説明会があり、早ければ今年度末に高齢者からワクチン接種になる。国

がワクチン確保し自治体へ配布となる。医療機関の協力なしではできない。

12月 26日に町内医療機関との話し合いを予定。 

委員：昨日、産業医研修会で置賜の話があった。コロナの一番の感染原因は飛沫感

染。空気感染であり、密にすることが一番いけない。空気が外に出るような

環境が大切。飛沫は２ｍ位で下に落ちる。間隔は 2ｍ以上あけること。マス

クして会話し、消毒をキチンとすること。例年 12月はインフルエンザが流行

するが今年はほとんどいない。コロナの検査医療機関名簿は公表しているの

か。 

課長：一般には公表していない。かかりつけ医より紹介となる。 

委員長：新型インフルエンザの時に医師会にご協力いただいたことを思い出したが、

その比ではない。ワクチン接種をスムーズに進めるようにお願いしたい。コ

ロナ感染の配慮と思うが、町の行政回覧がストップしており情報伝達ができ
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にくくなっている。 

委員：インフルエンザは発病してから感染するが、コロナは発病 2日前より感染力 

     を持つため、感染経路が不明なこと多い。基礎疾患・肥満のある方は注意す 

ること。 

課長：情報伝達方法は難しいが、工夫して早く伝達したい。町広報の元旦号表紙に

相談センターの相談窓口を、15日号には３密・マスク・手洗いについて載せ

ている。情報伝達についての声として対策本部にも伝える。 

4 その他 

（1） 次回開催 

・1月 12日（火）13：30～15：00 庄内町保健センター 

（新型コロナ感染症の状況によっては書面決議） 

（2） 今後のスケジュール 

・答申：パブリックコメント：1月 15日（金）～2月 10日（水） 

委員長：パブリックコメントについては、計画素案の内容について、まだ委員の意見

反映できる期間があるのでよろしくお願いしたい。皆様のご協力ありがとう

ございました。 

5 閉会  保健福祉課長 

 

 

 


